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初めての海外駐在、何度も出張で訪れたデュッセ
ルドルフに6年駐在し本帰国した。実際に住んでみ
ると、異国文化にストレスを感じたり、驚いたり、
その度に常識とは国によって異なり、人間の思考も
大きく違うことを改めて感じた。この場を借りて、
いくつか紹介させて頂き、楽しんで頂ければ喜ばし
い限りです。

日本でも有名なドイツの高速道路（アウトバーン）
は全ドイツ中、四方八方に張り巡らされている無料
高速道路です。ヒットラーの唯一の有用産物とされ
ています。日本の高速道路とは異なり中央分離帯に
照明塔が全く配備されていません。真夜中でも車の
照明のみで無制限で走行するなんとも危なっかしい
道路と言うわけです。実際、日本人は目が悪い人が
多く、夜間は時速120kmで走るのが精一杯。その
かたわら追い越し車線を180－200kmで軽くパスし
て行くベンツやBMWを経験すると怖さすら覚えま
す。なぜ？ ?たぶんドイツ人の目の色は薄く、視野
が日本人より明るく見えているのではと思うほどで
す。視力については後ほど触れるとして、アウトバー
ンにまつわる話をもうひとつしたいと思います。ド
イツ人はルールを良く守り、守らない人には、顔を
真っ赤にして怒り出す人種として欧州でも有名で
す。アウトバーンは基本的に無制限ですが、ルール
を守らないと大きな事故を起こしてしまうと認識さ
れているので、とにかくよくルールを守ります。追
い越し車線から車を抜き去り、追越し後、直ちに走
行車線に戻ります。トラックは絶対に追い越し車線
に入りません。工事中やトンネルに入る前はご丁寧
に急ブレーキを掛けてまで制限速度にスピードを落
とします。きちんとルールを守ることが速度無制限
であっても事故を防ぎ、合理的であると常識化され
ているようです。

前にも述べたようにドイツ人の目の色は我々の眼
と比べると薄い色をしています。我々の黒い眼はサ
ングラスを常にしているように見えるのではと夜の

運転でも感じますが、それ以外にもそう思う時があ
ります。電気もつけずに真っ暗なところでパソコン
をしていたり、天気の良い日は常にサングラスをし
ているし、とにかくまぶしいのは苦手のようです。
特に蛍光灯には弱く、間接照明でないと嫌がります。
日本人が暗すぎて目が悪くなるとドイツ人に文句を
言うと日本人は明るくしすぎるから目が悪い人が多
いんだと反論されるくらいです。個人的には漢字の
練習と遺伝子に視力は関係すると思いますが・・・・・。

ドイツは冬が長く暗いので、その分春夏の太陽を
楽しみます。（夏時間では夜10：30頃まで明るい。
飲み会で飲みすぎた後でも明るいのには異様な感覚
を覚えます。）とにかく日差し、紫外線は強烈です。
駐在員の奥様方は、紫外線対策ばっちりの日傘に、
大きなつばの帽子、さらには日焼け防止用手袋等、
圧巻ですが、これはドイツ人から見ると異常な光景
のようです。女性のしみはドイツでは金持ちの象徴
だそうです。夏には必ず家族、友達でバケーション
を最低2週間、長ければ1ヶ月取ります。どこでバケー
ションを過ごしたかが話題に。基本は「地中海で焼
いてきたのよ…」まさにその結果がしみとなり金持
ちの象徴で重宝されるとのことです。よってライン
川のほとりで焼いたり、ゾンネンスタジオ（日焼け
サロン）がよくあるのはそれが理由のようです。

まだまだ話はつきませんが、そんな解読不能な生
活を過ごしてきた6年でした。ドイツでは日曜日、
お店がすべて閉まっています。閉店法という法律で
日曜日にお店を開店し利益をあげることが禁止され
ているからです。とても不便を感じてしまいますが、
これも慣れてしまうとこれはこれで効率よく利益を
上げて、働く時間を減らし、余暇を存分に楽しみ、
それでいて、そこそこの生活をしているドイツ人と
は、なんとも優雅な人生を送っていることかと痛感
いたします。

話は尽きませんが、興味のある方はお酒の席で、
別なお話を紹介できると思います。

（K.O.）
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◆食の安全に関心が高まる中、残留農薬という言
葉は何か恐ろしいものという印象を与えるようで
す。もうすぐ施行7年になるポジティブリスト制
度では、基準値のない作物には一律基準値とし
て0.01ppmが適用され、この一律基準値を僅かで
も超える作物は廃棄処分になります。0.02ppmが
検出されれば、一律基準値の2倍と報道されます
から、廃棄されるのは当然という印象を与えます
が、健康上の影響はないと明記されながら、食品
衛生法に則って廃棄されます。食品衛生法では
健康に影響のない値が定められている食品（一
律基準であっても）は、それを超えるものを販売
用に製造、輸入、加工、使用、調理、保存、又は
販売してはならないと定められています。

◆農薬は、非常に厳しい安全性評価を経て、登録
を取得しています。安全性試験の結果得られた
数字に基づき、一生食べ続けても問題のない薬
量（ADI）が設定されます。実際の作物から農薬
が検出されることは稀で、しかも農薬の種類ご
と、作物の種類ごとに定められている基準値を
超えることは極めて稀ですので、農薬が正しく使
用された作物を幾ら食べても到底ADI値には達
しません。例えば、農林水産省が農薬の使用状
況を4745戸の農家について調べた結果を公表し

ていますが、不適正な使用は1件のみでした。ま
た、1473検体の農産物について残留農薬の分析
を行ったところ、残留基準値を超えていたのは２
検体のみであったということです。この2件も登
録作物の間違いなどが原因です。

◆戦後の食料難を救った農薬の功績は大きいと
思いますが、当時は毒性の強い農薬も含まれて
いて、現在では日本で27農薬が使用禁止になっ
ています。農薬取締法が制定された昭和23年当
時、登録に必要な毒性試験は3項目でしたが、現
在では毒性、残留性について30以上の項目での
試験が必要になり、膨大な時間と費用はかかりま
すが、安全性に対する厳しい考え方が反映され
ています。

◆農薬について誤解されている部分はあると思い
ますが、正しく使っていただければ安全性上の
心配はなく、食料供給に不可欠の資材であるこ
とを各種の機会で説明していきたいと思います。

◆震災から約2年が過ぎ、復興が進んでいる部分
と、なかなか進まない部分があると報道されてい
ます。基幹産業である農業の必須資材として弊
社農薬が少しでもお役に立てることを願ってい
ます。

（波多野）
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